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Thirtv－宍ixintracranial tumors, which were surεically excised 乱tKyoto llniversity 
Hospital, were carefully studied hv combined histological and tissue culture methods. 
(See Table 1.) Particular efforts were concentrated on chromophobe pituitary adenoma 
as well "" on pinealoma. Throughout the メeriesan attempt was made to finding an 
an同verto the question . To what extent are the morphological differences in histology 
reflected in tissue culture? 
1) Eleven川町、 ofchromophobe pituitarv adenoma were cultured successfully with-
out a failure. 九ligratedtumor cells were arranged in three different fashions, corre-
sponding well to the three different types of their histological characteristics. Cultured 
cells irom diffuse typぞ ofchromophobe pituitary adenoma tool王 diffusearrangement, 
sinusoidal type showed colonial arrangement and papillary type demonstrated cord-like 
arrangement respectively in tissue culture, as shown in Table 2. 
2) Two 仁川引 of pinealoma including a case of ectopic pinealoma arising from 
chiasm were cultured with succ引丸 Both demonstrated similar morpholo民icalcharacteristics 
in tissue culture. Two different cels, large and small ones, seen in histological picture 
of pinealoma were also demonstrated in tissue culture. Multinucleated giant cells were 
observed to be formed from lar貯rcells hv combination of amitotic division and cel 
fusion. ¥Jo glial cells were found in outgrowth throughout the procedure. Control 
culture of pineal bodies excised from healthy kittens and calv引 exhibitedout広rowthof 
their parenchymal cells and magnocellular multinucleated cels, which resembled verv 
much the larger cells and multinucleated只iantcells seen in tissue culture of pinealoma. 
3) Migrated （℃ls in tissue culture of medulloblastoma resembled those of mammalian 
cerebellar external granular bver in their characters as well 川 intheir morpholo宗ical
appearances. Outgrowth of both neurite-like processes and immature glial cells 'Nere 
京本論士；の·－«おそ J;j~ 51亘！神経ijljJlj！紫，｝；会（ 1964年3月 於市京）使r;;n川i司日本精神神経ρ＇／＇.会総会（ 196-1年5
月 於椛岡）号発表した．
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け｜）附nul.Mature副ialcells were also seen in the later 山以じ ofculture. 
1) Fairly typical astrocytes and oligoclenclrocytes were cultured from cerebellar出 1れい
仁川omaand cerebral oli広odenclrogliomarespectively. Tissue culture-of epenclymoma was 
unsusses『ful.
5) ＇［、！：＇＞~LIじ culture in cases of glioblastoma multiforme demonstrated more active 
migration of cells in comparison with other gliomas. Their outgrowth was mainly con-
、i刈日lof immature glial cells, but mature astrocytes and other glial cells were also 
oh-,L・nTd in some cases. Multinucleated giant cells were occasionally seen, which seemed 
to be formed by amitotic division. 
6) In tissue culture, no glial cells were seen to migrate in one じ礼町 of so-called 














初であり，その後 Cushing門下の Kredel( 1928, 1929 i, 
Bue kl引 I］り三り）および Buckle¥・ S: Eisenhardt 0929) 
等によって，その本格的な研究が始められた.J〔：L、で
1933年に lむ1吋II 必 Bland は 6 例の、1»ng1• 仙台、t• 川ld
multiforme, 3例のは、tr<川 tけma, 1例の oligodendro-
gliomaおよびl例の medulloblastomaの培養に成功す
ると共に，翌日31年には Baileyのいわゆる市川gi<-





養によって！~ド〉れた olt日明lendrocytes に所謂 pulsation
f見出しP 1937年には Pinkusが日ltohL1刈けma2例の




見，廻•l\d ；＇；建 i'J；、可J）約rJ以：「J)Jf＋ 人 lこより，組織培養法
は長Jιの進歩を遂げた．この事は脳種協の培養におい
ても例外ではなく，＼lurray ( 1939, 1940, 1942). 
Timof。引、kt(1946), Grace I 1引71，λlbrinikrl953), 
Costero & Pけmerat 11~551. Lumsden (1955, 1959, 
1963), I旬、tin日I1961), L1" (1962）等が次々とその
研究の成果を発表している.:fh通lりにおいてもP 松凹
(19・13 I，油川等 (1951,1り.・J,1957），佐藤・中井・佐





































を， Hanks,• ·i J・;," fl'! 1作泌を入れた二重蓋胤により！！！~品川、
へ巡「九 r'Cちにそれを細切し，下記の培地ならびに栄
養液を用いて短柵姐転培養法 (fh-mgcover-,lrp roler-





山 本J，~J也（= pla,ma dot) 
hepannized rcx"ter I》Lioma 






可 L H. 75', 
仁川If皆 川 Ill 25?; 
なお仔牛Jll消と Y.L. H. との/Ji:合比を極守安えて






























No. of C‘ 討lじu、lul 
. ¥ttempted 
11 • 11 
z I z 
1 l 1 
2 i I 
1 i 1 
2 i 2 
1 ' 0 
I~ , 12 
4 ! 3 
39 I 36 
Pituitary Adenoma 
【所見および培養成縦〕
答者1:；総数llf切！の ιhrumoぃh《＞be pituitar) adenりma
について組織培養をl式み，その十［刊に おいて成功し





した．そのgn川 thpatternは心叫t'rO らの調う第4/lj( 















































－~ 1、． メJlli"'i《I.i"-I >rfluse I lrlluse 
ル1K. l>ri11、t Diffu、ピ
K. T. I lr!f＂、ι Diffuse 
N. I. 討lll吋》l《l巳i Colonial 
F U. 日lli1"1'Ld Colon1:d 
メ F. Sin11、＜ld:rl c. , >l)J;tf 
:-., () Diffuse S I ';iprlbr、 c.旧I-like
E. S. Papillarv Cord-like 
H. N. Papillary Cりrd-like
く報告されてし、るが，下垂r-4，腺1'重の治養は小成』l)Jに終
った同小多い．防災民］には1939年にまず 仁川氏 Lr<i-

















て Y L. H.を用いる事により，怒って Pomernt等が
示唆した如く液体培地中の gJi1cN＇ 含有震を従前の堵
地にみられる比率より著しく l刈めた事p および 百 L.
H とも・：・1(1.消との混合比が適、＇ iであった事等にも，そ
の成功の一因が潜んでいるものと山 ijLる．
chromophobe l山Ill川、 adt·11• 川いの病理組織像として
；－.しれから大別して 3つの形が’fげられている．すなわ
ち ridiiN' いl町（I l辺j，、，Ol1">id;rltype ( 2凶Jおよび




おいてきわ灼で 1：~i 11 1 •、F，る ι·J;'U t，第2表に示した如く
著行ぶ組織J白書きによって得た以極細胞ウりそれらの国・
組織にみられた制l胞配列の特徴をた円、において示した
事である．すなわち＇ /:j制［仰が dilitN＇な配 中リをとる
ものlt組織培養上でも dif useな腺腫細胞の配列を示
し cI, I, JOI吋I'Jili＂削laltypeのものにあっては細
胞がljミ卜Jjを形成する傾向を示し 1.->. 8, 1 l対r, また
papillan・ J¥・1 rのものでは 川 cl-likearrangementを示
すたわち江l2ぷにぶされる如く，病；盟組織像の細胞 した （6,12凶）. J:}/!tによって得られた細胞がかくの
配列機式と，培養上でみられた細胞配列の織式との間 如く l:J:IJ<f(ii;j組織とよく ・放する配列を示した原因につ
にはかなり物接な関係の俗する耳iわうかがわれた． いては 11/Jll~t でないか，培地 ・培養液等法養条「l'i 主 11例
〔考察および小指1 ；！~殆んど同ーに以たJL，且つそのJ:'fをの時期も偏する
ruとから.ir：，；；；；悩干1'f1叫＇）車l｛：山J:';.r竪1ilj-¥.!,1；，かなり多 • ]>;)>Iii＼かったのでp かかる傾i 1 '•Ji t!;' F主Y:1・1:.・1差と言ろ




造を呈したものがある事実はp chromophobe adenoma 
と（士言え何か分泌能力を潜有するのではなし、かとの感
じを与える．
2. Pinealoma 1 ',fいいH._・el pattern l、I'"'
〔r!IT見および培養成綴〕
著者が組織培養を試みた松果体峰場I!,I明らかに松
'.!:( j； ；＇~；位より発生したと思われる腫揚が I {?IJと，視点
火’；（;'j；に発生した所謂町topicpinealoma I l列の合計2
例で，そのいずれにおいても培養に成功した その病




と， eosinophiliじな丸い細胞質とを もっていた． かか































大ff,~細胞も同様にJ-,.'i 主主 1{ 2 日目にしてすでにIi＼現し
たが，その大きさは小型細胞に比し透かに大きかっ
































































ma groupであると言う説と t刊 1011.1日roupでF，る と
言う説と がえ、~·1＇［ し， またその発生l:J：飢餓についてい，





















さらにまた他の teratomaと pin四 lomaとの培養の上
でのJt＇札 小明者Ill胞の本体の究I月等p 今後の研究にま
mou>eの正常秘果体の組織主主養を試みた．そのう ち仔 つ事ド多い
~tli と析にあっては旺盛なi芳出細胞の出現を 7+, ratに 3. Medulloblastorna 
てはごく僅かの発育をみたれ，mouseでほ全く生えな ！？列について組織熔養をl試み， 3 f刊において out-
かった．前二者においては fibroblastsや astrnnIれ等 growthの出現をl認めた．それらの中で特に9才男児の





って出現する像のみ見られ， amitoticdi、ision と.＇.ii 〔所見および~［i 穫成W .
れる係な像はみられなかった ！お～：101や ． またほ組 ｜ま組織はw，；：；に細胞密度の刈L、腿均で多形性が強
織の＇｝（；亨，，顕微Ji!,による検索ては，かかる多核巨和I胞の くp chromatin に富む核が郁々の形をとっていた．し
姿は全く認められなかった り3守 28図ん かしその多く： t卵円形または多角形で，細胞質がF白人
〔考察および小括〕 ど無く，核分裂像n1J.i1’；1j・にみられた．且つ所々に nee-
pinealoma の組織培養の ｛~； 山！日J IP.iiλ どな く ＇ f基か rosisもあり， 3らにそれらの ＇.;Jillの pseudo-palIiト.1d《A
に1953年 N1＜＞が原蹟務と同似の lymphoidcel 及び arrangementや被の I附 1d1刊担te様配列も暖々 観察3
epithelioid cel をf認めたと報告しているがその詳細川 れた．腫湯はかなか’1.')!1'1こ富］.，, endothelial prolifera-
明らかでない． 1川1 も認められた （31.32図）．
t、川-cel pattern pim . ・i""'I ：ついては従来小らglio- 押し潰し標本を位相差顕微鏡てJ観察するとlヰ組織に
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みられた慌たかなり uniform な小さい細胞がその大











J t法による •.+i:色では全く染まらなかった． 上告餐後 6 日









悔または ·.~傾の突起す 1 ， ち，細胞質：こ乏しかった．ニ
れらの削Jmfさ<iljをなして欽線状に伸民寸る傾向を示






















fihrob¥a，ド や明らかに成熱せる＂＇ Irx:¥'lt'＇と思 われる
もののみが残った．なお培養後8日目の Bodianl＇＼：鍛
J;ll';'j本の中lこ，紡錘形の小担細胞にiJ.:って F 仁川1λ！の
謂う h町 imntalcel tこ形態学上よく似た細胞がみうけ
られた事は興叫、深い（41図 ＇・
〔考察および小揺〕
medu I loblast1 >maの組織培養所見は従来からかなり
多く報告され，古く lt Kreclel (1929), R11"Pl 8: Bland 
(1933J, Cm等 （J9:l7l等によるものがあり， I&近で
は Lum,clen( 1959. 1963），所 （1959), Kersting (1961) 
Liss ( 1962）等の報告がみられるが，著者の向験例で


















配列をと ろうとすろ沼 I如上 p この賭場細胞の一つの~·.f.
徴を示すものである可能性がある．
三竺！電話l~車11轡告書事［！＿；よ＇Jt早川vt坦坦~i: ’·pi:って我












織に1lr来せるものである可能YI＇！－否定する工 J:1士「I',~＇：な または卵円形の chromatinに川む伐寺そのgr存ノプ中央に
いれ，成熟巨liaよl〕もむしろ未熟の glia性細胞を多 持っていたが，日数の粁過と共に突起は相速なって網
く合んでL、た事実から考えると ine仁lulloblastomaの制I 目を形成しp 正常脳組織の：；＇望者にみられる様な分化し
胞が glia性細胞へ変化したものとも考えられ石． た＂＇ tro口tれとなり， 5日目頃には multi-polarのt,
Lumsden ( 1963) I土その著，I子の中で杉慌片の全周よ のも多数現われ，且つ大1¥Uで慢が偏在し ge川内川tic
り U~1lJi1＇、に見事に伸びた neurite-like fibersの B川！inn・メ 川、tn 凡、tトを思~ ）寸 f',J；なものも出現LtごI4:i, tG. ・18, 
protargol il'：色による写真を示し， Kersting( 196い等 19. 50図＼，
の研究と比I~々 険討しつつ medulloblastoma の neural b) Cerebral .~叶れ引いm:r
elementに言及している；）；， 本例の初期に観察された 2 f刊について組織培養を試み， l例において腫成細
細胞体の燐出を伴わない pr叩目S目はこの Lum町lenの 胞の滋出を認めた． 1例は大脳皮質下の fibrillary
記載するものと一致する様に.＇ li,i.)Jlる．た円1皮がf＇：，村l 川川、tゎll"lで，他の If羽Ji：視京交叉部より視床へかけ
片辺縁で観察したと言弓神終細胞と思われるものに， て没，INしていナニF宵々悪性の piloid川
本例でit証明出来な治為つた． 勿論 neu口te-lil《efil背］＼ fご．前者においてIt腫揚籾胞の発育を全く認y，寸J，後
の出現をみたと言ぺ事』士すなわちP 干多植麗E喜組織片の 者にあつてもその千t育l土小脳の同種腰場の場＜了に比し
中に neuralelementが存在した事号如実に物語るもの 著しく劣り，成熟せる見事な川れだyte'はみらtI_ だか
である才、勺しかしそれが腫場細胞そのものに由来する った．同じ astrぽ ytomaでありながら小脳に発生する
のかあるいはまた』重傷に混在せる正常小限i組織にその 場合と大IJ（~I ：原発する場合とではかくも培養上での発
源を発するものであるかは現「Eの段階では断定出来た 育に需を生じる理fill 土p 憶うに小脳の＂＇tr•川tomaは
い. Bailey 等じかつて medul ！けhl"'t•>ma がその中に屡 一般的に言って I個所にH重傷細胞がかたまって腫蕩塊
ケ只pon日iohl川、らしい細胞や neurけhi川、らしい細胞 をつくるのも培養の為に細切した組織片が殆んどす
を含む事実lこl走きF 該瞳場き bi-potentialすなわち glia ベて臆場細胞のみより成るのに対しp 大脳に吃主する




4. Benign Gliomas なお小脳の川川、tom＂は hematoxylin－初日n染色
ii ←トtnn・t1>1n"(;n,11p でみるとその細胞が屡々がj呼 if三で，豊富な ime fibers 
ιL〕 Cerel予ellar
著者は3才女リ（.＇］、 IJ1<iIこ発生した＂＇ tr叩ytoma 1例の p《》lareと呼んでいる．こJLに対し Rl問 el ~等はすず二 l 二
組織培養に成功した． 』重蕩の 1f'jfi!l割l結＼f象lt典担的戸L 緒論において述べた様に組織培養の結果からこれが
piloid "'tron·t•旧日で，個々の腫場細胞は小型の丸い astn川怖のみより成る事号証明L. piloid ,1,tr山 t<>!l1.1
核p 星芭状をなした eosinophilicな細胞質，および豊 と呼んでいるが，著者の祈験したJ・，＇；養所見もやはり定
富なれneglial fibers とより成っていた．腫場は全体 型的な＂＇ tn>C¥ l＜＂＇のみう：みられ， Russellらの意見を
としてかなり血管に富んでいたが，血管貯の変化改殆 支持するものであった．
んど認められず，悪性像~.＇i!.J.1す部分l 士何処lこ f，見当 i) Olig＜》dendroghoma
らなかった．ただ－，・；1:1ご比較的大きい相、inophiliじた 大脳皮質下に発生した典型的なりligodendroglioma2 
細胞質L 卵円形の偏在した核とを持ち， g~m1中、日什 （羽jの：・t・：養を経験しP 全例において麗場構成細胞の併出
に似た形状壱1》つ腫場細胞もみられた（12閃）． 壱認めた．母組織l: f1J.1. ，＇）場合も比鮫的細胞密度の高
培養後2日目から腫場細胞の併出が止力士：J' 5日目 い麗場でp 主として円形，時には卵円形の chromatin
頃から20日目頃にかけて最も旺盛な発育を示し，その に引むかなり大きな核号もち，細胞膜it明瞭であっ
後，日数の経過と共にil行変性に｜；市った細胞が多くみ た．細胞質は多くの場合明瞭であったうH 時に不明瞭








この暖鴎の培養成績は Ru,,eJI & Bland ( 1933～ 
1935), C;i1山等 (1935),p円mernt等 (1951,1955)' ;'1h 
川等 (1957),Kersting ( 1961 I. Lumsden ( 1961～1963), 

























"" that <It日odenrln凡、tト are probabl、cりnvertedinto 
l、Ir<日 tれ indemyelination.＂と述べているが p この言
はきわめて示唆に富むものと言えよ弓．
ii l Ependymoma 
l 例の ependymoma の組織地養子 W＼.＇~ したが不成
功に終った．

































墾主i.L~. すなわち組織標本の上で astrocytic o叩in
の宮lioblastけma であると ，＇／.！.~ ）れた 8例ではかなり成烈














高11結u.·：健Jょによる頭蓋内服裁の －r;t~ 347 
胞より成るI市Ji;-:,-¥.',mixed glioma ~思わ しめた．


















の違い等によ り院しく変形する ι！；がありp ある場合に











漸＜ /l'｛発的に fihrけbl川、中に出現しp その傾向l:50日
目頃まで変らなかったが，全培養経過中を通じて一度
も腫疹細胞の旺盛な発育がみられずP fihrohl;H、の間




く日I i河内納l胸と思われるもののWI輔が .~？められ － 1' , ': 































つp その突起ltやがて相連たって網目を形成した． 3 





た．時日の経過と jl~：ご院の形は より不規則と なり，多
核細胞もその唱えを増し，細胞白体も多士、たきくなり多
核巨細胞と云う名にふさηしい形態をとる 様になっ
た.-I 週目を越す頃よ り， その発育は次むにおとろえ
始め， 退行変性を示す細胞の数も徐々に増えた．かく
して出現した多綴巨細胞の核にlt，不規則に分業して
いる ものもかなりあり p 且つう｝Iたのー 却がごく納lい茎
をもって辛うじてつながっているもの，また中にはそ





たー分1じの車｜｜｜胞 と ち 弓 べきもので乞ったほ l ～~C) I刈＼
中井は a<tnx・, teにおける多核形成機序をi穴の 3Jfi~ 
l二分類している． すなわち I) mitntll' or amitot1c 
nuclear divi剖＂ without cel di、川on.2) multipobr 
mrt<>-i< <>f the nucleus folc川肝iby a smaller number【d
c、topI川micdi、i"on只および 31川n仁川iumof mono-
nucleated cel、である．上述の所見よ りみて，費者の
経験した gliobla,toma における neoplastic'"tr，川、lt>：、
！こ主られ7こ多骸細胞は，＇.＇ I型！oticdiv印on空lnuclei t; 
主2主.:2.i~tたもの三あり－’先！＝述べた旦1_nealoma















る 2 種類の突った細胞の発育を .~~. 1＇），大型細胞に多骸
日細胞を形成する著明な傾向がある事を観察した．す
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chromophobe pituitary adenoma ー 1ー
1.--3. 腺腫組織像 1. 6. 位相差顕微鏡像
図 1 diffuse type ( H. E.) 10×40 図 4 にhf川崎 arrangement培養後3日目 10×40 
図 2 sinusoidal type ( H. E.) IO×40 図 5 colonial arrangement培養後9日日 lOx100 
図 3 仰pillaryl¥p: 1 H. I・:. ' 10×40 図 6 rnrd-like arrangement r；＇的支7日目 IO×IO 
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chromophobe pituitary adenoma - 2ー
7「 1:2.培養像
図 7 diffu、rarrangement I J ;ic付加】n) 10×40 図I0 clif use arrangement仁lac＜＞！附川 ｝ 10×100 
．‘ 
図 8 colonial arrangement (,lac<>b＂山 I lOx 40 図11 colonial 
図 9 り •rd ）伏配列→腺様構造を＇l.す f位村｜主） 図12 cord-likヒummgementI .L1rnl""" 1 J~；－ lrnよ l 己 日 ~I 10×100 ］（〕×100
和If：椛J,';i圭；去による頭蓋内！庫拷の考察 353 





図13組織像 15×20 I H. E.l 図16 屠養後 8日間 r .L1c,,hs"11 I 10×20 
図14 組 織像（多核巨細胞あり 10 X-10 
<H.E.J 




図17 培養後 8日目 I Jac,,h，、IJl1)
小細胞の強砿大






two-cell pattern pinealoma 2ー
図19 培養後 17日目 （位相差）
大型細胞と多核巨細胞
15x10 
図20 培養後 15日目 U"colH川） 10×40 
cel fusionあり
図21 培養後 22日目 「Jacobson) JO×20 
大破多核巨細胞
図22 19の Jacobsonq~色 f~＜
図23 土台養後 1日目 ’］ac小目。n) 10 x 40 
大捜細胞の融合像





~：；. ～二／. kitten pineal bod、 28.～30. calf pineal hody 
図25 kitten pineal h"'I、組織像 CH.E.〕 図28αIfpineal hr>Cil組織像（H.E.〕
15 x 20 15 x 20 
図26 培養後 17日目 （位十日差） 15×20 図29 培養後 14日目 （位相差） 15 x20 
図27 培養後 12日目 （位相差） 15 x40 図30 培養後 21日目 （位相差） Li×40 
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medullobl剖 toma - Iー
図31 組織像 （H.E. I 10×10 
図32組織像 （H.E. I 10× 1ー0
， 
．  ， 






組織Ji；産法による ril'i ぷ 1l~ijifli;jJ) (j然 357 
medulloblastoma 2ー
培養燐出細r1辺
図36 培養後 8日目 （位相差〕 15×－10 
小型腫場細胞が未熟 gliaの様な形をと
り始める．
図37 培養後 8日目 （位相差）
細胞が多少変形を示した部分
15×40 
図38 培養後8日目（位相差）成熟 aotr<川 le
15 x40 
図39 培養後 8日目 （位相差） 15 x 10 
分化した glia性細胞p おそらくは
,,Jig•Klemlro1gli;i であろう．
図40 培養後 8日目 fBodian) 
immature glialぽ I、
7×100 




図43 cerebral ιト tn引 いma 1 t十E.1
図44 oligodendrogliuma (H. E. 1 









図47 4.Jの培養後 1-1日目 t位相差） 15×40 
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48.～50. 培養 ＂＇tr川、tれ の係寸 云l～53. so-called giant-celled gliobl剖 toma)
図48 培養後 12日目 i.J川 i}N >1 ) 7 x40 図51 組 織像 1H.E.1 JO x 10 
図49 培養後 10日目 (f"I.相手｝
典型的 品川川内・





















? ??? 5×40 図53 培養後 20日間 （位相差〕 15 x 40 
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多妓巨細胞を多く含む Gliohlastoma
図54組織像 rH.E.l 7 x40 
図55 培養後 17日目 （位十11:•,c:1 10×40 
． 
図56 Jif釘を 7日目 I Jami〕川1I 7X 10 
絞りたきさ性状とも変化lご＇1,;:1;
図57 培養後 30日目 I Jacobson I 
車問い茎でつながった核がある．
図58 培養後 49日目 （）ι旧ふりIll
核の分葉あ IJ
図59 培養後 36日目 （位相差）
伎の部分鉱大官民
7×40 
7×10 
10×100 
